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加入申込手続及び積立金変更手続〔記入例〕

■加入申込み
「貯金加入申込書」に必要事項を記入し、記名捺印のうえ、障害者等の少額預金
の利子所得等の非課税扱いを受ける場合は「非課税貯蓄申告書・申込書」及び
「障害者手帳等の写し」を添えて、共済担当係へ提出してください。

■積立金変更
「積立金変更申込書」に必要事項を記入して共済担当係へ提出してください。

税金について

利率比較表

共済担当係に
確認すること

支部名を記入
すること

貯金管理番号を
記入すること

貯金管理番号を
記入すること 貯蓄預金は使用できません

すべて記入すること
臨時積立金が0円の場合
「0」と記入すること

種類 預入期間

共済
積立貯金
銀行の

スーパー定期
銀行の
普通預金

ゆうちょ銀行の
通常貯金

自　由

自　由

自　由
（月1回払いもどし可）

1年以上
（300万円未満）

年利率0% 0.20% 0.30%

年0.30%（半年複利）（税引後年0.239%）

年0.001% （税引後年0.0007%）

年0.001% （税引後年0.0007%）

支部名を記入
すること

0.10%

（平成29年4月1日から）

ゆうちょ銀行も
含みます

年0.01% （税引後年0.007%）

（スーパー定期・普通預金・通常貯金の利率は、平成30年8月3日現在）

共済積立貯金を含む預貯金等の利息に対して、原則一律20％の源泉分離
課税扱いとなりますが（なお、平成25年1月1日以降、復興特別所得税と
合わせて20.315％課税）、障害者の方や児童扶養手当を受給されている
母子家庭などの方は、所定の手続をすることにより、他の金融機関と併せ
て元本350万円を限度として、利子非課税制度（　）が利用出来ます。

橋
高

この利子非課税制度の適用を受けようとするときは、「貯金加入申込書」を
提出するときに併せて「非課税貯蓄申告書・申込書」及び「障害者手帳等の
写し」を共済担当係へ提出してください。

優

積立額早見表
年数

10,000
30,000
50,000

120,140
360,420
600,690

240,560
721,700

1,202,830

※361,280
1,083,840
1,806,410

603,580
1,810,740
3,017,890

1年 2年 3年 5年積立金額

（単位：円）

年数

30,000
50,000
100,000

60,070
100,120
200,250

120,290
200,490
400,970

180,650
301,090
※602,180

301,810
503,020

1,006,050

1年 2年 3年 5年積立金額

（単位：円）

◎共済積立貯金の内容等についてのお問い合わせは、共済担当係へお願いします。

●ボーナス積立ての場合
　（臨時積立金）

●毎月積立ての場合
　（定時積立金）

（注）（1）上記計算は、4月1日～3月31日を1年としたモデル計算で、年0.30％（半年複利）による課税扱いの（20.315％分離課税）
 概算数値です（10円未満切り捨て）。
（2）毎月積立てとボーナスごと積立てを組み合わせた場合は、合算してください。
 例えば、毎月1万円、ボーナスごと10万円を3年間積み立てた場合は963,460円（※印の合計額）が元利合計となります。
 なお、臨時積立金だけの積立てはできません。
（3）金融情勢の変動により、利率を変更することがあります。この場合、表の金額も変わります。 （平成30年8月）
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